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1 はじめに

インターネット上で提供されるアプリケーションは，

組み合わせることによって単独では実現できない高度な

Webサービスが実現できる．しかし，このようなWeb
アプリケーション間の連携には，共通の規約（SOAP）
や言語（XML），検索システム（UDDI）などの技術を
導入する必要がある．そこで，SOAPや XML，UDDI
などを意識せずに，Webアプリケーションを開発できる
開発ツールが求められるようになった．このようなニー

ズから「.NET」や「Sun ONE」というプラットフォーム
が生まれた．また，2002年にグリッド技術とWebサー
ビスを組み合わせた OGSAという仕様が発表された．

2 Webサービス

2.1 Webサービスとは

Webサービスとは，ネットワーク中に点在する各種
アプリケーションを連携させるサービスのことをいう．

Fig. ??にWebサイトとWebサービスの違いを示す．
Webサイトではユーザーが必要な機能を提供するサ

イトに直接個別にアクセスする必要があるが，Webサー
ビスは１つのポータルサイトにアクセスするだけで複数

のサービスを受けることができる．
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Fig. 1 WebサイトとWebサービス

2.2 .NETと Sun ONE

.NETと Sun ONEはいずれもWebサービスのため
のプラットフォームである．ユーザーはどちらでも同様

のWebサービスを受けることができるが，開発者側の
使い勝手は異なる．以下に.NETと Sun ONEの共通点
と相違点を示す．

共通点

• XML，SOAP，UDDIをサポート

• Webサービスの開発が容易

• 開発言語にオブジェクト指向言語を使用
• シングル・サインオン認証
.NET，Sun ONEともにWebサービスの連携を実現

するための技術をサポートしており，XMLや SOAPな
どを意識せずに開発できる開発ツールがある．開発にお

いて.NETはC＃，Sun ONEはJavaを使用するが.NET
では C＃以外の言語もサポートしている．また一度認
証を受ければ許可されている他のサイトにアクセスする

際に改めて認証を受ける必要がないというシングル・サ

インオン認証を採用している．

相違点

• 開発環境のオープン性
• 認証技術（.NET Passportと LAP1）

.NETは開発環境をMicrosoft社の製品で固めなけれ
ばならないが，Sun ONEは他社の製品を利用すること
が可能である．また Fig. ??のように.NET Passportは
個人情報をMicrosoft一社が管理する中央集権モデルで
あるのに対し，LAPは特定の企業に依存しない連盟型の
オープンな認証を実現することを目標としている．.NET
Passportでは個人情報をパートナー企業と共有するこ
とになっているため，プライバシーの問題がある．一方

LAPは個人情報を個々の企業が管理するため，無断で
個人情報が共有されるといったことはない．

Fig. 2 .NET Passportと LAP

1Liberty Alliance Project の略．
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3 OGSA

3.1 OGSAとは

OGSAとは，Open Grid Service Architectureの略で，
Globus Projectと IBMが提案したグリッドコンピュー
ティングの仕様である．今までのグリッドは導入に専門

的な知識を必要とし，一部の人だけしか利用すること

ができなかった．そこでグリッドコンピューティングの

幅広い普及を目指して，グリッドをWebサービスとし
て利用できるように規格を標準化したものが OGSAで
ある．

3.2 グリッドで実現できること

グリッドコンピューティングでは以下のようなことを

実現することができる．

• 処理，ストレージおよびデータといった IT資源の
効率的な利用

• 堅牢で信頼性の高いテクノロジー・インフラストラ
クチャーの提供

• 資源統合の確立
• より自由度の高い ITインフラストラクチャーの選
択および展開の実現

3.3 OGSAの適用分野

OGSAは以下の分野に適用することができる．

• 研究開発
膨大な CPU能力とデータベース資源を活用し，そ
れを研究開発に携わる人が必要なときに利用できる

ようにする．

• エンジニアリング・製品設計
統合された製品開発グリッドの構築を通じて，開発

サイクルの短縮，開発コストの削減，開発期間のス

ピードアップを図ることができる．

• 企業最適化
グリッドを利用することで，バックアップおよびリ

カバリー・システムとして運用可能な広範な資源

の仮想ネットワークを利用して，運用の弾力性を高

め，インフラストラクチャー投資の必要額を抑える

ことができる．

3.4 具体例－Butterfly Grid

Butterfly Gridとは IBMとButterfly.net2がPlaySta-
tion2オンラインゲーム向けに提供した分散コンピュー
ティング環境である．Fig. ??に Butterfly Gridの仕組
みを示す．これにはOGSAが採用されており，可用性，
セキュリティ，処理能力などオンラインゲームの成功に

2オンラインゲームのネットワークサーバー技術を提供する最大手
のプロバイダ

欠かせない重要な機能をサポートしている．24時間 365
日の可用性と自動フェイルオーバー機能により，各シス

テムから 100万人以上の同時プレーヤーをサポートで
きる．
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Fig. 3 Butterfly Gridの仕組み

4 今後の展望

Webサービスを利用する個人にとっては.NETも Sun
ONEも大差ない．しかしWindowsユーザーが 90％以
上いることから.NETの方が個人の目に触れる機会が多
くなるのは間違いない．Sun ONEの開発言語が Javaで
あることは大きな強みであるが，開発のしやすさはいず

れも大差ないため，後は個人の好みである．一方，個人

ではグリッドを必要とするほど負荷のかかるWebサー
ビスを利用する場面はあまりなく，.NETや Sun ONE
が提供するようなWebサービスで今のところ十分だろ
う．つまり OGSAのような規格の標準化に個人が関心
を持つということは考えにくい．

しかし，Webサービスではサーバーに負荷がかかるよ
うなことはできず，グリッドのような資源の利用もでき

ない．セキュリティ面でも不安が残る．従って大規模な

企業間の連携にはグリッド技術の方が適していると考え

られる．企業は OGSAに準拠したグリッドを構築する
ことで，グリッドを有効に活用することができるので，

今後OGSAは企業を中心に普及していくと考えられる．
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